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樹木年輪酸素同位体比を用いた山岳アイスコアの年代決定方法の検討

Ice core dating using tree ring oxygen isotope
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　山岳氷河から採取されるアイスコアは陸域で最も高標高域の古気候情報を保持した有能な古気候プロキシで

ある。しかしながら、高標高かつ低・中緯度に存在する山岳氷河は (1)掘削地点の気温が高く融解が生じやす

いこと、(2)強風による積雪の再配分も引き起こされやすいこと、(3)複雑な地形のために流動による氷河の歪

みが複雑なこと、そして(4) 風向きが変わりやすく水蒸気の供給経路が複雑なことなどから、正確な情報を引

き出すことが難しい。そのために、アイスコアの年代を決める際によく用いられる酸素同位体比を用いた年代

決定が困難で、復元された古気候情報は数年の誤差を持つ。一方で、降水量や相対湿度などの気候状態を反映

して変化する樹木年輪に含まれるセルロースの酸素同位体比は、一年単位の高い時間解像度で気候復元が可能

である。本研究では、山岳アイスコアの酸素同位体比と樹木年輪の酸素同位体比の変動パターンとのマッチン

グによる、極めて誤差の小さい、山岳アイスコアの年代決定方法を検討した。 

 

　手法開発のため、はじめに、ネパールロールワリン山域にて2017年8月に年輪試料の採取と10月−11月にか

けてアイスコア掘削を試みた。年輪試料はBedingとGyalche周辺の標高3300〜3800mで採取した。幹の腐朽

によりサンプルの遡及期間は最大でも300年程度であった。アイスコア試料はトランバウ氷河の標高約

5800m地点で電動ハンドオーガによる掘削を試みた。この地点はトランバウ氷河の涵養域において人力でアク

セスし掘削が可能な最高地点であったが、本年度の調査では質量収支がプラスの値を示していた。そのた

め、開始直後に融解再凍結氷の中でドリルがスタックしてしまい、掘削できたアイスコアは2.5mに留

まった。掘削の失敗を受けて、1998年に西ネパールのヒドゥンバレーのリカサンバ氷河の深さ約15mで掘削

された既存のアイスコアを用いて手法の開発を行った。アイスコアの年代はダスト及びトリチウムピークによ

り決定されており、1662-1998年の36年間をカバーしていることが推定されている。本発表では今年度の調

査報告を行うとともに、ヒドゥンバレーアイスコアの年代について議論する。
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